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資料４ 

有床診療所における具体的対応方針の方向性について 

 

１ 対象有床診療所 

  30診療所（別添一覧のとおり） 

 

２ 有床診療所の病床数 

  年 度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 介護医療院 備考 

R4.7.1現在  223 68 22 313 26 休棟中 82床 

Ｒ７年度見込  215 68 4 287 26  

   （令和４年病床機能報告） 

 

３ 報告項目 

 (1) 求められる内容 

   ①平成 37（2025）年を見据えた構想区域において担うべき医療機関としての役割 

   ②平成 37（2025）年に持つべき医療機関ごとの病床数 

 (2) 当圏域における調査項目の方向性 

   例年実施している病院に対する具体的対応方針の調査票に準じて調整予定 

 

４ 今後のスケジュール 

  R5.10～12  具体的対応方針作成依頼（病院・有床診療所） 

  R5.12～R6.1 とりまとめ 

  R6.2     地域医療構想調整会議に報告 

 

 

＜参考：病床機能再編支援給付金について＞ 

 〇地域医療構想の実現の向けた取組の支援を目的として、医療機関が病床削減や再編統合を行う場合

に、給付金を支給するもの。（財源：地域医療介護総合確保基金（国負担 10/10） 

 〇給付金の受給に当たっては、医療機関が行う病床削減や再編統合が、地域医療構想の実現に資するも

のであるか、地域医療構想調整会議及び県医療審議会の意見を踏まえて、県が決定するもの。 

 〇なお、医療機関が行う病床削減や再編統合は、令和８年３月 31 日までに完了するものに限ること。 
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＜調査票のイメージ＞ 

   

●診療所の役割と機能

所在地
記入者名所属 氏名

１　基本情報 （単位：床）

区分 一般 療養 精神 結核 感染症 計

許可

稼働

非稼働

（単位：人）

年度 一般 療養 精神 結核 感染症 計

R４

R３

R２

（単位：％）

年度 一般 療養 精神 結核 感染症 計

R４ -

R３ -

R２ -

（単位：日）

年度 一般 療養 精神 結核 感染症 計

R４ -

R３ -

R２ -

（単位：棟・床）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 介護医療院等

R５報告 －

R７見込

R５報告 －

R７見込

診療科目

２　診療所の役割・特色

３　2025年を見据えた今後の方向性

病床種別
（R４.７.1現在）

病床機能
（稼働病棟
単位）

病床
利用率

１日平均
入院患者数

平均在院
日数

（稼働病床
単位）

稼働病床に
対する利用率


